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	要旨
「名古屋市立大学高等教育研究」へ投稿する際は本テンプレートファイルを利用し，以下の要領に従って作成すること。なお，英語論文の場合は別に示す「Writing Guidelines for NCU Journal of Higher Education- for English-language Articles」も参照すること。
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	1．タイトル部分

タイトル部分は，横1段組（表題，執筆者名，所属機関名，和文抄録）としてください．ただし，執筆者名と所属機関名は採録決定後に記載するため，採録決定まではその分の余白を4行程度空けてください（文字を伏せる際には黒色フォントで「○」等の文字に置き換えてください．）以下，執筆者の分かる情報を伏せる場合はすべて同様とします）．
副題がある場合は表題の次行に「──」で囲んで示してください．また，執筆者が複数の場合は執筆代表者名を筆頭（第一執筆者）に置き，共同執筆者名を「・」でつないでください． 
フォントは，日本語はUD明朝，英数字はTimes New Roman（半角）を使用します．文字サイズは，表題は15ポイント（副題は13ポイント），執筆者名及び所属機関名は12ポイント，和文抄録は10.5ポイントを使用します．
なお，タイトル前の〈 〉内は該当する投稿区分のみを残し，他は（スラッシュを含めて）削除してください．

2．本文部分

本文部分は横1段組です．冒頭にキーワードを3～5語つけてください．
フォントは，日本語はUD明朝，英数字はTimes New Roman（半角）を使用します．文字サイズは，10.5ポイントを使用します．
執筆者が特定される情報や表現は避けてください．研究不正や研究倫理違反が疑われないような本文の説明および図表の提示の都合上，執筆者名を記述する必要がある場合は表現を工夫してください．特に，発表済みの自著を引用する場合は，二重投稿や二重出版が疑われないよう，先行研究として正しく位置づける説明を行うことにも留意してください．
非公開データに基づく研究では，当該データ提供元からの同意を取得し本文中に明記してください．
原稿の分量は，1ページを45字×40行相当とし，タイトルページも含めて刷上20ページ（研究ノートの場合は10ページ）以内とします． 

3．見出しの書式

見出しは，最大で節，項，号の3段階までとします．見出しのフォントは，日本語はUDゴシック，英数字はArial（半角）を用います．

(1)節の見出し
節の見出しは，前後に1行ずつの空行を入れた上で左寄せとし，アラビア数字（半角）で番号を付けます．
(2)項の見出し
項の見出しは左寄せとし，半角の両括弧にアラビア数字（半角）で番号を付けます．前後に空行は入れません．
(3)号の見出し
見出しは原則として節と項の2段階にしますが，必要な場合は，項の見出しを左寄せとして，1)など半括弧にアラビア数字（半角）で番号を付けます．前後に空行は入れません．

4．注，引用文献および謝辞

注，引用文献および謝辞は，本文の後に一括します．それぞれの見出しは，前にのみ1行の空行を入れ，左寄せで「注」「引用文献」および「謝辞」とし，フォントは和文の場合UDゴシック，英数字の場合はArialとします．

(1)注
注は必要最小限にとどめるものとしますが，注を付す場合，本文の該当箇所に1)など半括弧にアラビア数字（半角）で上付きの番号1) を付け，参考文献の前にまとめて記載します．
(2)引用文献
文献の引用はリスト参照方式（ハーバード方式）とし，参考文献リストの書誌情報は原則としてAPAスタイルに準拠します．参考文献リストには，本文中で引用した文献のみを過不足なく記載してください．
文献は著者姓のアルファベット順とし，番号は付けず，各文献について全角1字ぶら下げ（先頭行は字下げせず，2行目以降を全角1字下げ）とします．記載方法は，文献の種類だけでなく，日本語文献か外国語文献かによっても細かく異なります．詳細は本テンプレートの「引用文献」の箇所を十分に参照してください．
(3)謝辞
謝辞は論文の最後に記載します．ただし，投稿時には謝辞は見出しのみを付して内容は余白とし，採録決定後に挿入してください．

5．図（写真）および表

図（写真）および表（以下，図表）は，鮮明な原稿を作成し，本文中に挿入ずみの状態としてください．図表は最初に引用する文章と同じページに置くことを原則とします．原稿末尾にまとめてはいけません．
図表には，アラビア数字（半角）で通し番号を付し，表の表題は表の上部に，図（写真）の表題は図（写真）の下部に，いずれも中央寄せで記します．表題のフォントは，日本語はUDゴシック，英数字はArial（半角）を用います．なお，図表が一つの場合にも，図1または表1と記します．
図表（表題を含む）と文章本体との間には1行の空白を設けて区別を明確にします．

6．文章表現

和文は，常用漢字，現代仮名遣いを用います．
句読点は，全角のコンマとピリオドを使用します．
数字は，熟語・成語に含まれるもの以外は，アラビア数字（半角）を用います．
略語は，一般的に用いられているものに限ります．まぎらわしい略語には，初出の際に原語と日本語の訳語を小括弧で示してください．
外国人名は，通常片仮名書きとし，初出の際に原語を小括弧で付してください．
原稿は，正しい日本語で書いてください．日本語を第一言語としない執筆者は，投稿前に校閲を受けてください．

７．倫理審査について

　当該論文の作成にあたり所属機関等による倫理審査を受けている場合は本文中にその旨を明記してください．また，承認番号等がある場合はあわせて付記してください。
（例）「この調査は，所属機関の倫理審査委員会より承認を受け実施した（承認番号：2099887766）．

注
1） 注の一覧は，本例のように，各注について全角1字ぶら下げ（先頭行は字下げせず，2行目以降を全角1字下げ）とします．
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